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審議結果

可決 否決

議案第4号 朝日村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて 〇

議案第5号 朝日村附属機関設置条例の一部を改正する条例について 〇

議案第6号 朝日村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について 〇

議案第7号 朝日村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 〇
議案第8号 朝日村職員等の旅費支給条例の一部を改正する条例について 〇
議案第9号 朝日村基金条例の一部を改正する条例について 〇
議案第10号 朝日村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例について 〇
議案第11号 あさひ診療所条例の一部を改正する条例について 〇
議案第12号 朝日村介護保険条例の一部を改正する条例について 〇
議案第13号 朝日村火入れに関する条例の一部を改正する条例について 〇

議案第14号 朝日村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正す
る条例について 〇

議案第15号 朝日村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 〇

議案第16号 朝日村非常勤消防団員に係る退職報奨金の支給に関する条例の一部を改正
する条例について 〇

議案第17号 松塩筑木曽老人福祉施設組合規約の変更について 〇
議案第18号 指定管理者の指定について 〇
議案第19号 指定管理者の指定期間の変更について 〇
議案第20号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 〇
議案第21号 財産の取得について 〇
議案第22号 財産の取得について 〇
議案第23号 村道路線の廃止について 〇
議案第24号 村道路線の認定について 〇
議案第25号 令和７年度朝日村一般会計補正予算（第7号）について 〇

令和8年度一般会計当初予算
総額39億8,800万円 前年度比7.5%減 （▲3億2,200万円） ３月

定例会
3/3 ～13

　3月定例会は3日に招集され、13日まで
の11日間開催された。
　今議会では令和8年度の当初予算の審議
が行われた。大幅な減額要因は普通建設事
業費の減少で、あさひ診療所建設事業や朝
日小学校給食棟長寿命化改修工事、朝日美
術館改修工事などの大型事業の終了による
もの。13日の最終日には上程されたすべて
の議案を原案通り可決し閉会した。
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審議結果

可決 否決

議案第26号 令和７年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第4号）について 〇
議案第27号 令和７年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第4号）について 〇
議案第28号 令和７年度朝日村後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 〇

議案第29号 令和７年度あさひプライムスキー場事業特別会計補正予算（第2号）につい
て 〇

議案第30号 令和７年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第3号）について 〇
議案第31号 令和７年度朝日村下水道事業会計補正予算（第4号）について 〇
議案第32号 令和8年度朝日村一般会計予算について 〇
議案第33号 令和8年度朝日村国民健康保険特別会計予算について 〇
議案第34号 令和8年度朝日村介護保険特別会計予算について 〇
議案第35号 令和8年度朝日村後期高齢者医療特別会計予算について 〇
議案第36号 令和8年度あさひプライムスキー場事業特別会計予算について 〇
議案第37号 令和8年度朝日村簡易水道事業会計予算について 〇
議案第38号 令和8年度朝日村下水道事業会計予算について 〇

議案第39 ～ 41号 財産の取得について 〇
諮問第1～第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〇
同意第1～第12号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 〇

指
定
管
理
者
制
度
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
事
業

２
５
３
万
円

問　
な
ぜ
今
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

の
か
。

答　
指
定
管
理
者
の
管
理
・
評
価
を
よ
り

適
正
に
行
う
実
務
手
引
き
が
必
要
な
た

め
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

４
０
０
万
円

問　
警
察
か
ら
画
像
提
供
を
依
頼
さ
れ
た

こ
と
は
あ
る
か
。

答　
今
年
度
５
回
依
頼
が
あ
っ
た
。
安
全

安
心
の
村
作
り
の
た
め
7
基
を
増
設
す

る
。

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

（
カ
ッ
ト
ブ
レ
イ
カ
ー
導
入
）　

２
２
０
万
円

問　
こ
の
機
械
は
誰
が
管
理
す
る
の
か
。

答　
農
業
法
人
で
管
理
す
る
。

小
学
校
少
人
数
制
学
級
事
業５

９
１
万
円

問　
先
生
の
確
保
は
で
き
た
の
か
。

答　
応
募
が
あ
り
確
保
で
き
そ
う
で
あ
る
。

令
和
8
年
度
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー

場
予
算　

１
，
８
２
１
万

問　
土
地
借
地
料
、
今
ま
で
指
定
管
理
者

が
支
払
っ
て
い
た
が
な
ぜ
？

答　
村
の
責
任
と
し
て
支
出
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
と
し
て
村
が
払
う
。

諮
問

人
権
擁
護
委
員

　
三
村
み
き
子　
清
沢
光
彦
（
敬
称
略
）

【
任
期
】
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で

同
意

農
業
委
員
会

　
上
條
け
い
子　
上
條
裕
康　
上
條
武　

粟
津
原
淳　
曽
根
成
明　
清
沢
孝
子　

上
條
敏
英　
三
村
か
つ
代　
青
柳
文
彦

塩
原
基
広　
清
澤
努　
柳
沢
武
利

　
（
敬
称
略
）

【
任
期
】
令
和
８
年
４
月
16
日
か
ら

令
和
11
年
４
月
15
日
ま
で

当初予算
全員協議会質疑

令
和
8
年
度
予
算
の
重
点
テ
ー
マ

●
医
療
体
制
の
維
持
（
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実
）

●
人
口
確
保
対
策
（
基
盤
整
備
・
子
育
て
支
援
）

●
公
共
施
設
老
朽
対
策
（
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
対
策
）
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2
月
10
日

●
あ
さ
ひ
診
療
所
の
進
捗
に
つ
い
て
　

6
月
に
竣
工
し
、
そ
の
後
医
療
機
器
納

入
。
8
月
開
業
予
定
。

●
あ
さ
ひ
診
療
所
医
師
住
宅
に
つ
い
て

　
入
居
条
件
等
の
案
が
示
さ
れ
た
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計

画
に
つ
い
て
（
報
告
）

●
中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
関
係

国
営
右
岸
上
段
幹
線
第
4
号
サ
イ
ホ
ン

（
山
形
村
上
大
池
地
籍
）
漏
水
事
故
に

つ
い
て

令
和
７
年
12
月
22
日
に
管
理
通
水
を
し

た
と
こ
ろ
下
流
で
通
水
の
確
認
が
で
き

ず
、
山
形
村
上
大
池
付
近
で
の
湧
き
出

し
が
発
覚
。
県
で
復
旧
工
事
を
実
施
。

当
村
の
負
担
額
４
４
７
千
円
と
な
っ
た
。

●
あ
と
つ
ぎ
就
農
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

村
内
の
認
定
農
業
者
の
子
や
孫
の
就

農
、
帰
農
を
促
す
た
め
の
支
援
事
業
。

一
人
当
た
り
最
大
１
５
０
万
円
。
（
村

１
０
０
万
円
。
Ｊ
Ａ
50
万
円
。
）

3
月
13
日

●
第
4
次
朝
日
村
男
女
共
同
参
画
計
画
に

つ
い
て

　
令
和
8
年
度
か
ら
12
年
度
に
わ
た
る
計

画
の
概
要
版
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

●
婚
活
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
村
独
自
の
相
談
・
紹
介
業
務
を
見
直

し
、
長
野
県
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
に
一
本
化
す
る
。

●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
に
つ
い

て
　
今
後
は

L
I
N
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
よ
る
配
信
へ
統
合
す
る
。

●
国
保
事
業
費
納
付
金
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
分
）
に
つ
い
て

　
全
世
代
や
企
業
か
ら
支
援
金
を
拠
出

し
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
仕
組
み
。
こ
れ
に
よ
り

年
額
６
，
５
８
４
円
／
１
世
帯
増
額
（
当

村
国
保
保
険
者
）
と
な
り
、
保
険
料
と

あ
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
る
。

●
朝
日
村
こ
ど
も
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
新
制
度
や
事
業
の
追
加
。

●
新
遺
跡
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
東
原
（
ひ
が
し
は
ら
）
遺
跡
が
発
見
さ

れ
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
25
番

目
の
遺
跡
に
位
置
付
け
周
知
し
て
い
く
。

３
月
26
日
（
議
員
の
み
）

●
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
任
期
が
残
り
１
年
と
な
り
、
議
会
改
革

に
つ
い
て
全
員
で
協
議
。
様
々
な
改
善

案
や
課
題
等
が
出
さ
れ
た
が
、
ま
ず
は

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
を
定
期
的

に
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第２ 回
臨時会

2 /1 0

　 2月10日に第2回臨時会が招集さ れた。 専決処分の主な内容は衆議院

議員選挙費の増額によるもの。 下水道会計の補正は中組西住宅団地、 下

水道管敷設工事の際に大量の転石が出土し 、 その処分運搬費の増額によ

るもの。

全員
協議会

　 松本市、 塩尻市、 山形村及び朝日村で構成される松塩地区広域施設組合は、 松本クリ ーンセンターにおい

て、 一般廃棄物の広域処理を行っている。 また、 焼却の熱を利用した発電を行う と と もに、 高温水を余熱利

用施設「 ラーラ松本」 に供給するなど、 余熱の有効活用も行っている。 同施設は、 平成11年の供用開始以来

27年が経過しており 、 老朽化による処理能力の低下や補修費の増加が想定される。 効率的なシステムや循環

型社会の形成に寄与する施設更新に向け、 令和15年度中を目途に新しいごみ処理施設を建設する方針として

いる。 社会文教委員長　 齊藤正法

社会文教委員会報告　 松本クリーンセンター視察（ 2 /4 ）

審議結果

承認第1号
専決処分の承認を求めることについて（ 令和７ 年度

朝日村一般会計補正予算（ 第6号） について）

承認 不承認

〇

議案第3号
令和７ 年度朝日村下水道事業会計補正予算（ 第3号）

について

可決 否決

〇

　 3月25日（ 水） 19時から議会モニタ ー会議を開催、 秋野敏子モニタ ーにご出席いただき、 後述のごと く 貴

重なご意見をいただきまし た。「 外部人材活用関係予算の審議において、 国の交付税措置があるから活用は

理解できるが、地域おこし協力隊などの例を見ても当村においては続かない、定着しない、なじまない、といっ

た課題がある。その点を議会はもっと突っ込んだ議論をしてほしい！」「 議会だより は現状の内容でも良いが、

定例会以外の活動の様子を Q R コード を付けて動画が見られるよう にできればあり がたい！」　 以上いただ

きましたご意見につきましては議員全員の課題として共有さ せていただきます。 議会だより については、 議

会広報委員会に反映さ せてまいり ます。 議会運営委員長　 清沢正毅

議会運営委員会報告　 議会モニター会議（ 3 /25）

モニター会議
　３月25日（水）19時から議会モニター会議を開催、モニター会員にご出席いただき、後述のごとく
貴重なご意見をいただきました。「外部人材活用関係予算の審議において、国の交付税措置があるか
ら活用は理解できるが、地域おこし協力隊などの例を見ても当村においては続かない、定着しない、
なじまない、といった課題がある。その点を議会はもっと突っ込んだ議論をしてほしい！」「議会だ
よりは現状の内容でも良いが、定例会以外の活動の様子をＱＲコードを付けて動画が見られるように
できればありがたい！」以上いただきましたご意見につきましては議員全員の課題として共有させて
いただきます。議会だよりについては、議会広報委員会に反映させてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  議会運営委員長　清沢正毅
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問　
本
村
の
訪
問
介
護
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
担
っ
て
い
る
。
小
規
模
自
治
体
で
は

利
用
者
の
増
減
や
人
材
確
保
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
将
来
的
な
体
制
維
持
に
不
安

が
あ
る
。
5
年
後
、
そ
の
先
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
訪
問
介
護
体
制
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
見
通
し
と
方
向
性
を
持
つ
べ
き

で
は
？

住
民
福
祉
課
長　
社
協
事
務
局
長
と
定
期

的
に
懇
談
を
行
い
、
状
況
把
握
に
努
め
て

い
る
。

問　

問
題
が
顕
在
化
し
て
か
ら
で
は
な

く
、
今
か
ら
将
来
の
支
援
体
制
を
具
体
的

に
考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

住
民
福
祉
課
長　
社
協
は
地
域
福
祉
に
欠

か
せ
な
い
存
在
。
今
後
も
持
続
可
能
な
体

制
構
築
に
向
け
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
の

人
材
育
成
環
境
に
つ
い
て

問　
受
講
環
境
の
制
限
、
村
と
し
て
の
認

識
は
？

総
務
課
長　
松
本
大
学
で
の
講
座
回
数
が

減
り
、
受
講
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
て
い

る
。
大
学
や
県
へ
の
働
き
か
け
、
広
域
連

携
の
可
能
性
も
含
め
、
受
講
機
会
が
確
保

で
き
る
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

問　
資
格
取
得
の
意
義
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
助
け
合
い

「
防
災
文
化
」
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
の

で
は
？

総
務
課
長　

消
防

団
O
B
な
ど
へ

の
プ
ッ
シ
ュ
型
の

周
知
、
資
格
取
得

後
の
活
躍
の
場
づ

く
り
、
一
般
の
人

向
け
の
防
災
セ
ミ

ナ
ー
開
講
な
ど
に

も
取
り
組
む
。

羽多野美映 議員

本
村
の
訪
問
介
護
体
制
を

維
持
す
る
た
め
に
は
？

答　

�

現
時
点
で
確
固
た
る
見
通
し
を
示
せ
る
状
況
に
は
な
い

村政に問う！！一 般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。 こちらから
動画でご覧
いただけま
す。

▲ここが聞きたい　９議員15項目
羽多野 美映　議員（5頁）
１　�本村における訪問介護体制の持続可能性について 
２　�地域防災力向上のための人材育成環境の整備につい
て 

豊田 惠美子　議員（6頁）
１　�村民の声を反映し、村政に生かしていく、村長の取
組について 

２　�「村の里山の自然をこのまま次世代に残し、伝えた
い」という多くの村民の声について 

清澤 あゆみ　議員（6頁）
１　�公民館等周辺施設の今後の整備と活用の方向性につ
いて 

２　�ふるさと納税を活用した当村の魅力発信の展開につ
いて 

古池 美佐江　議員（7頁）
１　�生涯学習環境の整備と備品更新について 

２　指定管理制度における行政ガバナンスについて 

北村 直樹　議員（7頁）
１　�人材育成と人事についての基本的な考え方について 

清沢 正毅　議員（8頁）
１　村産根菜ビーツとウクライナ姉妹村提携について 

清沢 敬子　議員（8頁）
１　住民税非課税世帯等への猛暑対策「エアコン設置促
　　進支援事業」の実効性と周知について 
２　�あさひ診療所との連携による「日本一の健康長寿の
村」づくりと、重層的な見守り体制の構築について 

齊藤 正法　議員（9頁）
１　�危険鳥獣の緊急銃猟について 

中村 文映　議員（9頁）
１　�朝日村のブランドイメージ向上について 
２　村営合葬型墳墓と終活支援について  
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問　
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や
提

案
を
今
後
ど
う
施
策
に
活
か
し
て
い
く

か
。　
　
　
　
　
　

教
育
次
長　
将
来
の
建
設
に
向
け
て
引
き

続
き
行
う
庁
内
検
討
や
、
施
設
運
営
に
お

い
て
実
質
計
画
に
活
か
し
て
い
く
。

問　
公
民
館
を
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
交
流
の
場
と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
か
。

教
育
次
長　
公
民
館
事
業
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
村
民
が
本
当
に
集
え
る
場
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
に
よ
る
村

の
魅
力
発
信
の
展
開
に
つ
い
て

問　
出
品
希
望
者
の
返
礼
品
登
録
に
至
る

ま
で
の
支
援
体
制
は
？

副
村
長　
個
別
対
応
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
さ
と
ふ
る
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
活
用
し

て
登
録
に
至
る
ま
で
て
い
ね
い
に
伴
走
し

て
い
く
。

問　

返
礼
品
送
付
時
に
、
村
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
同
封
す
る
と

い
っ
た
村
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

副
村
長　
村
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、実
施
可
能
な
も
の
か
ら
着
手
し
、

効
果
を
み
て
い
く
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
関
係
人
口

づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

副
村
長　
体
験
型
、
来
村
型
の
返
礼
品
を

用
意
。
村
を
知
り
、
訪
れ
、
移
住
し
て
も

ら
う
た
め
の
入
口
と
し
て
捉
え
、
村
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。	

　
　
　
　

　

清澤あゆみ 議員

公
民
館
周
辺
施
設
の

今
後
の
整
備
と

活
用
に
つ
い
て

答　
必
要
な
修
繕
は
行
い
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
く

問　
風
食
被
害
・
土
壌
流
出
防
止
、
持
続

可
能
な
農
業
の
た
め
の
「
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
い
交
付
金
」の
村
の
取
組
は
。

産
業
振
興
課
長　
堆
肥
補
助
に
よ
る
化
学

肥
料
低
減
と
地
力
向
上
を
推
進
。「
環
境

保
全
型
直
接
支
払
い
交
付
金
」
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
て
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。

問　
村
民
の
声
の

村
政
へ
の
反
映
は
。

村
長　
村
民
と
の

双
方
向
の
対
話
は

村
政
の
根
幹
。
こ

れ
ま
で
買
い
物
バ

ス
・
移
動
販
売
車

に
取
り
組
ん
だ
。

問　
村
民
の
声
を
村
政
に
反
映
す
る
朝
日

村
の
最
重
要
課
題
―
公
共
交
通
の
拡
充
―

と
し
て
、
土
日
・
最
寄
り
駅
へ
の
く
る
り

ん
号
運
行
を
検
討
で
き
な
い
か
。

村
長　
村
民
の
足
は
足
り
て
い
な
い
が
、

村
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
社
会
的

背
景
・
困
難
が
あ
り
、
今
の
運
行
便
数
と

な
っ
て
い
る
。
く
る
り
ん
号
の
拡
充
は
、

今
の
利
用
率
か
ら
現
状
で
十
分
で
あ
る
。

問　
公
民
館
周
辺
複
合
施
設
に
つ
い
て
、

わ
く
わ
く
館
を
利
用
し
て
い
る
小
学
生
を

は
じ
め
、
中
学
生
高
校
生
の
声
を
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
で
聞
い
て
は
ど
う
か
。

村
長　
こ
れ
ま
で
も
若
者
の
声
を
聞
い
て

き
て
お
り
、
今
後
も
当
然
聞
い
て
い
く
。

豊田惠美子 議員

次
世
代
が
安
心
し
て

農
業
が
で
き
る
政
策
を
！

答　
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
協
力
し
、
耕
起
に
よ
る
風
食
被
害
予
防
効
果
検
証

を
行
う

古見原圃場

村民の足「くるりん号」

中央公民館
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問　
本
村
は
人
口
四
千
人
と
言
う
小
さ
な

自
治
体
で
あ
る
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
行
の
中
昨
今
の
行
政
需
要
ニ
ー
ズ

は
多
様
化
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
職
員
数

で
い
か
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
て
い
く
か
は
今
後
の
朝
日
村
運
営
に

お
い
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。
行
政
運
営
の
要
は
な
ん
と
い
っ
て

も
「
役
場
職
員
」
で
あ
る
。
そ
ん
な
役
場

職
員
に
対
し
て
の
人
材
育
成
と
人
事
に
つ

い
て
次
の
事
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
３
月
人
事
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

②
専
門
職
員
の
育
成
と
確
保
に
つ
い
て

③
管
理
職
登
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

④
若
手
職
員
の
育
成
・
教
育
に
つ
い
て

副
村
長
・
上
條
総
務
課
長

①
朝
日
村
職
員
服
務
規
定
に
よ
り
引
き
継

ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
職
務
内
容
が
複
雑

な
場
合
に
お
い
て
は
副
担
当
者
を
配
置

さ
せ
前
任
者
を
踏
ま
え
引
き
継
ぎ
を

行
っ
て
い
る
。

②
人
材
育
成
確
保
基
本
方
針
を
令
和
6
年

度
に
策
定
。
専
門
性
の
あ
る
職
務
に
つ

い
て
知
識
を
活
用
し
た
職
員
研
修
ほ

か
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
。
ま
た
外
部
人

材
の
登
用
を
行
っ
て
人
材
確
保
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
各
課
で
国
・
県
・
町

村
会
の
研
修
を
受
講
さ
せ
知
識
習
得
を

行
っ
て
い
る
。

③
村
政
運
営
を
行
う
上
で
非
常
に
重
要
な

立
場
で
あ
る
。
そ
の
為
、
組
織
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
・
政
策
立
案
予
算
執
行
能

力
・
村
民
議
会
に
対
す
る
説
明
能
力
。

以
上
3
点
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
材
を
登

用
し
て
い
る
。

④
一
般
的
な
事
務
ス
キ
ル
習
得
に
向
け
た

研
修
受
講
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
体
制

に
つ
い
て
は
信
州
大
学
医
学
部
の
先
生

の
下
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

北村直樹 議員

人
事
育
成
と

人
事
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

答　

�

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
幅
広
い
知
識
の
習
得
や
人
間
関

係
の
構
築
に
努
め
る

問　
購
入
費
は
、村
の
財
源
だ
け
で
な
く
、

ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
の
活
用
を
提
案
す
る
。

併
せ
て
「
世
界
最
高
峰
と
さ
れ
る
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
」
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。
名
器
は
村
の
文
化
的
資

産
と
な
り
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

村
長　
「
音
楽
に
よ
る
村
お
こ
し
」
に
は

賛
成
で
あ
り
、
今
後
研
究
し
た
い
。

問　
中
野
市
で
は
Ｇ
Ｃ
Ｆ
で
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
を
購
入
し
、
池
田
町
で
は
寄
付
を
募

り
修
理
し
て
い
る
。
本
村
で
も
研
究
し
取

り
組
め
な
い
か
。

教
育
長　
夢
の
あ
る
提
案
で
あ
り
、
庁
内

で
検
討
し
提
案
し
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
と

ガ
バ
ナ
ン
ス

問　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
方
向
性

を
問
う
。

産
業
振
興
課
長　
公
表
を
約
束
し
て
か
ら

半
年
を
経
過
し
た
こ
と
は
、
行
政
の
信
頼

を
信
頼
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
深
く
お
詫

び
す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
及
び
外
部
監

査
の
結
果
を
踏
ま
え
公
表
す
る
。

副
村
長　
今
後
の
体
制
と
し
て

①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
様
式
の
見
直
し

②
定
期
的
な
現
地
確
認
と
記
録
の
徹
底
、

指
定
管
理
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

③
評
価
結
果
の
適
時
適
切
な
公
表

④
管
理
職
・
理
事
者
に
よ
る
定
期
確
認
体

制
の
確
立
を
組
織
的
課
題
と
認
識
し
、

信
頼
回
復
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
管

理
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む

古池美佐江 議員

中
央
公
民
館
に
新
し
い

ピ
ア
ノ
の
購
入
を
求
め
る

答　

�

専
門
家
に
よ
る
劣
化
状
況
の
診
断
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く

人材育成確保基本方針
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問　
近
年
の
猛
暑
は
命
を
脅
か
す
災
害
。

夏
本
番
に
間
に
合
う
よ
う
、
対
象
世
帯
へ

の
周
知
と
実
効
性
を
高
め
る
伴
奏
型
の
支

援
は
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
福
祉
課
長　

広
報
や
回
覧
板
に
加

え
、
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
も
行
う
。
社

協
の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
と

の
連
携
や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
へ
は
、

民
生
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
、
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
情
報
が
届
く

よ
う
努
め
る
。
ま
た
、
申
請
し
た
い
け
ど

困
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
相
談
し

て
ほ
し
い
。

あ
さ
ひ
診
療
所
と
の
連
携
に
よ

る
「
日
本
一
健
康
長
寿
の
村
」

づ
く
り
と
重
層
的
な
見
守
り
体

制
は
？

問　
8
月
開
院
の
新
診
療
所
が
持
つ
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防
や
見
守
り
に
ど
う
活
か
す
か
？

住
民
福
祉
課
長　
新
診
療
所
に
は
循
環
器

内
科
の
専
門
医
に
よ
る
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
施

設
が
整
備
さ
れ
る
。
医
師
と
定
期
的
な
懇

談
の
場
を
設
け
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
や

医
療
機
関
と
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

と
の
間
で
の
情
報
共
有
、
情
報
連
携
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

問　
民
間
業
者
と
の
見
守
り
連
携
は
？

住
民
福
祉
課
長　
郵
便
局
と
の
包
括
連
携

協
定
に
よ
り
、
配
達
員
に
よ
る
異
変
察
知

か
ら
救
助
に
つ
な
が
っ
た
実
績
が
あ
る
。

戸
別
訪
問
を
行
う
事
業
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
県
が
取
り
組
む
高
齢
者
等
の

地
域
見
守
り
活
動
へ
の
参
加
事
業
者
と
の

連
携
も
図
り
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
い
く
。

清沢敬子 議員

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
は
？

答　
エ
ア
コ
ン
未
設
置
世
帯
へ
補
助　
4
月
か
ら
受
付
開
始
9
月
ま
で

問　
朝
日
村
で
は
30
年
前
か
ら
ビ
ー
ツ
栽

培
が
行
わ
れ
、
近
年
ビ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し

さ
を
広
め
る
た
め
村
民
有
志
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
観
光
協
会
を
中
心
に
ボ
ル

シ
チ
祭
り
を
大
博
覧
会
と
同
時
開
催
、
レ

ト
ル
ト
の
ボ
ル
シ
チ
が
商
品
化
さ
れ
、
村

の
知
名
度
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
今
後
村
の
特
産
化
に
向
け
た
栽
培
拡

大
の
方
針
や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
・
商

品
拡
販
へ
の
支
援
等
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

小
林
村
長　
新
た
な
村
特
産
野
菜
と
し
て

の
地
位
を
築
き
つ
つ
あ
る
が
、
料
理
の
少

な
さ
が
課
題
。
今
後
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
栽

培
症
例
に
向
け
た
検
討
を
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
レ
ト
ル
ト
の
ボ
ル
シ
チ
拡
販
も
支

援
す
る
。

問　
ビ
ー
ツ
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使

館
と
の
交
流
が
進
む
中
、
姉
妹
村
提
携
の

打
診
を
し
た
と
聞
く
が
、
戦
時
下
で
の
姉

妹
村
提
携
は
難
し
く
、
終
戦
後
で
も
よ
い

の
で
は
。
ま
た
、
提
携
に
あ
た
っ
て
は
村

内
で
十
分
な
議
論
と
具
体
策
の
検
討
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

小
林
村
長　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
時
下
に
あ

り
、
実
質
的
な
協
議
交
流
を
進
め
る
環
境

で
な
い
事
は
理
解
し
て
い
る
。
戦
争
が
終

結
し
、
平
和
が
回
復
さ
れ
た
後
に
改
め
て

検
討
す
る
。
実
現
に
向
け
て
は
村
民
と
十

分
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

清沢正毅 議員

根
菜
ビ
ー
ツ
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ

姉
妹
村
提
携
に
つ
い
て

答　
可
能
な
限
り
の
支
援
を
実
施
、
姉
妹
村
は
慎
重
に
議
論

朝日を浴びる「あさひ診療所」

レトルトのボルシチ 収穫前のビーツ
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問　
墓
じ
ま
い
を
し
て
納
骨
堂
に
移
す
な

ど
『
改
葬
』
の
件
数
が
急
増
し
て
い
る
。

村
民
か
ら
は
公
営
墓
地
建
設
を
望
む
声
が

以
前
か
ら
あ
る
。
村
は
公
営
墓
地
建
設
を

進
め
て
い
る
か
。

建
設
環
境
課
長　
以
前
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
合
葬
墓
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

多
く
あ
っ
た
。
村
は
視
察
や
調
査
を
行

な
っ
て
き
た
。
財
政
や
将
来
の
人
口
動
向

を
踏
ま
え
、
管
理
責
任
を
長
期
的
に
担
保

し
て
い
け
る
か
慎
重
に
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
条
例
の
土
地
設
置
基
準
に
合
致
し
た

適
当
の
場
所
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
具
体
的
な
進
展
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
人
生
の

最
期
の
選
択
肢
と
し
て
合
葬
墓
を
望
む
気

持
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
る
。

引
き
続
き
候
補
地
の
掘
り
起
こ
し
も
含

め
、
こ
の
問
題
を
積
み
残
す
こ
と
な
く
取

り
組
ん
で
行
く
。

村
長　
村
長
に
な
っ
て
出
来
な
か
っ
た
も

の
が
お
墓
だ
。
適
当
な
土
地
が
あ
れ
ば
す

ぐ
作
る
。
適
当
な
土
地
が
無
い
の
で
困
っ

て
い
る
。
適
当
な
場
所
が
あ
っ
た
ら
紹
介

し
て
欲
し
い
。

問　
村
の
終
活
支
援
の
考
え
は
。

住
民
福
祉
課
長　
村
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
身
寄
り
に
課
題
が
あ
る
方
の
見

守
を
行
っ
て
い
る
。
終
活
の
基
盤
に
な
る

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
普
及
に
取
り
込
ん

で
い
る
。
元
気
の
う
ち
か
ら
自
身
の
終
末

期
の
思
い
を
記
録
で
き
る
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
先
進
地
の
事
例
を
参
考
に

『
死
後
事
務
』
支
援
ま
で
見
据
え
た
『
終

活
情
報
登
録
制
度
』
の
検
討
を
進
め
て
行

き
た
い
。

	

中村文映 議員

村
営
合
葬
型
墳
墓
と

終
活
支
援
に
つ
い
て

答　

�

村
民
の
合
葬
墓
を
望
む
気
持
ち
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
る

問　
制
度
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
？

産
業
振
興
課
長　
危
険
鳥
獣
が
人
の
日
常

生
活
圏
に
侵
入
し
、
銃
猟
以
外
の
方
法
で

は
迅
速
な
捕
獲
が
困
難
な
場
合
に
適
用
さ

れ
る
。
市
町
村
が
主
体
的
か
つ
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

問　

決
裁
権
限
お
よ
び
指
揮
命
令
系
統

は
？

産
業
振
興
課
長　
警
察
や
猟
友
会
と
現
地

で
協
議
し
、
住
民
の
安
全
確
保
や
捕
獲
の

確
実
性
を
検
証
し
た
う
え
で
、
村
長
が
発

砲
の
可
否
を
判
断
す
る
。
村
長
の
判
断
を

受
け
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
に
任
命

さ
れ
た
猟
友
会
員
が
現
場
対
応
に
あ
た
る
。

問　
対
象
と
な
る
鳥
獣
は
？

産
業
振
興
課
長　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
イ
ノ

シ
シ
。
イ
ノ
シ
シ
は
成
獣
に
限
る
。

問　
緊
急
銃
猟
が
可
能
と
な
る
4
条
件
と

は
？

産
業
振
興
課
長　

①
危
険
鳥
獣
が
人
の
日
常
生
活
圏
に
侵
入

し
て
い
る
。

②
人
身
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

緊
急
性
が
高
い
。

③
銃
猟
以
外
の
方
法
で
は
迅
速
か
つ
的
確

な
捕
獲
が
困
難
。

④
発
砲
に
よ
る
住
民
へ
の
二
次
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
安
全
が
確
保
で
き
る
。

問　
緊
急
銃
猟
以
外
の
鳥
獣
対
策
は
？

産
業
振
興
課
長　
鳥
獣
防
護
柵
は
定
期
的

な
維
持
管
理
を
行
い
、
地
区
で
対
応
が
難

し
い
場
合
に
は
村
が
補
助
事
業
を
活
用
し

て
支
援
す
る
。緩
衝
帯
整
備
対
策
と
し
て
、

下
草
の
処
理
や
見
通
し
の
確
保
に
よ
っ
て

熊
が
里
に
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
。

齊藤正法 議員

「
緊
急
銃
猟
制
度
」
と
は
？

答　

�　
改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
制
度
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今回は、村議会議員の仕事のうち、議会の会議だけでは見えにくい「地域との関わり」についてご紹介します。
議員は議場で発言するだけではなく、日常の暮らしの中で住民の声を受け止め、課題を整理し、必要な形で議
会や行政につなげる役割を担っています。地域の声がどのように議会に届き、村の仕組みや施策へとつながって
いくのか。その入口となる活動が、住民との接点をつくる取り組みです。

1．住民の声を受け止める「住民懇談会」
議会では、住民の皆さんと直接意見交換を行う場として住民懇談会を開催しています。
議会の取り組みや審議内容を説明するだけでなく、「今困っていること」「将来が不安なこと」「行政に望むこと」
などを住民の言葉で聞ける貴重な機会です。
懇談会で出た意見は、その場限りにせず、内容を整理して議会内で共有し、必要に応じて一般質問や委員会活
動、行政への確認につなげていきます。住民懇談会は、議会にとっての“感度”を保つ大切な仕組みです。

2．議会を村民目線で点検する「議会モニター会議」
朝日村には、村民が議会を傍聴し、感じたことを議会に伝える議会モニター制度があります。
定例会の本会議や委員会を傍聴し、「議論が分かりやすかったか」「資料は理解しやすいか」「運営は適切か」など、
村民の立場から率直な意見を出していただくのが議会モニター会議です。
議会としては“当たり前”になっている運用でも、村民から見ると分かりにくい点があることがあります。モ
ニター会議は、議会の透明性を高め、より開かれた議会へ改善していくための大切な機会です。

3．日常の相談・要望対応（議員の現場仕事）
議員には、日常生活の中で住民から相談や要望が寄せられます。内容は多様で、生活道路、地域の安全、防災、
福祉、教育、農業・林業など幅広い分野に及びます。
ここで大切なのは、「聞いたことをそのまま伝える」だけではなく、

●何が課題の中心か（原因・背景）
●誰が困っているのか（対象・範囲）
●行政で対応可能か（制度・予算・所管）

を整理し、必要に応じて現地確認を行い、議会で扱える形に整えることです。
議員が地域の声を受け止め、整理し、つなぐことで、住民の困りごとが“政策の材料”になります。

4．「伝える」も大切な仕事（説明責任と情報共有）
議員の仕事は「聞く」だけではありません。議会で何が議論され、どう決まったのかを住民に伝えることも重
要です。
議会だよりや日常の対話を通じて、議会の内容を分かりやすく共有することで、住民の理解が深まり、次の意
見や参加につながります。
「議会が何をしているのか分からない」を減らしていくことも、議会の信頼を高める大切な取り組みです。

まとめ
村議会議員は、会議の場だけでなく、地域の現場に身を置き、住民の声を受け止め、議会・行政につなげる役
割を担っています。
住民懇談会や議会モニター会議は、議会を“村民目線”で整え、より開かれた議会へ進める大切な仕組みです。
次回は、議員として「どのような姿勢や力が求められるのか」――村議会議員が求められることについて、整
理してお伝えします。

第 3回　村議会議員の仕事②【地域とつながる編】

統一地方選挙まで一年少々となりました。
朝日村議会議員選挙は過去 3回無投票でした。

「村議会議員」になろう「村議会議員」になろう



あさひむら　議会だより11

議員
活動報告
議員は、議員活動日誌のとおりたくさんの諸会議・行事・研
修及び視察を行っています。このコーナーでは、主な活動に
ついて報告します。

地域を目で見て
聞いて参加して

　商工業の現状と支援を議題に意見交換を行った。商工会から
は、後継者不在率が78％と県下でも高い水準にあることや、物
価高騰に対し価格転嫁ができていない厳しい経営実態が報告さ
れた。村内企業同士の連携や創業・事業継続の支援など、地域
経済を守るための対策について活発な議論が交わされた。また、
第10回大博覧会の計画は、村の活性化に大きく期待したい。
	 （清沢敬子）

商工会役員と議員との懇談会2/6

議会活動日誌
1月

5 月 新年祝賀会
総務産業委員会 区長との懇談

9 金 議会運営委員会
10 土 消防団出初式
11 日 二十歳のつどい
14 水 第１回臨時会・全員協議会
15 木 松本広域連合視察
21 水 議会運営研修
23 金 農業振興地域整備促進協議会
27 火 東筑摩郡村議会議員交流会
28 水 松本地域正副議長談話会
30 金 視察受入れ P11

2月
2 月 土地開発公社理事会

松塩広域施設組合議運
4 水 社 会 文 教 委 員 ク リ ー ン セ ン

ター視察 P4
6 金 商工会との懇談 P11
9 月 松本広域連合議会
10 火 臨時会全員協議会 P4 ・東筑

摩郡村議会議員交流会 P11
12 木 中学校組合議会
13 金 松塩広域施設組合定例会
16 月 松塩筑木曽老人福祉施設組合

定例会
18 水 県町村議長会定期総会 P11
24 火 議会運営委員会

3月
3 火 ３月定例会開会 本会議・全員

協議会 P2～3
6 金 常任委員会
10 火 本会議 一般質問 P5～9
13 金 本会議 閉会・全員協議会 P4
16 月 小学校卒業式

社会福祉協議会理事会
18 水 行政改革推進委員会

環境保全協議会
19 木 東筑摩郡村議会議長会総会
20 金 「食でワクワク地域づくり講演

会」及び三プロジェクトの試
作品お披露目会

23 月 土地開発公社理事会
福祉協議会評議員会

25 水 議会モニター会議 P4
あさひ保育園卒園式

26 木 全員協議会（議員のみ） P4 　朝日村の公共交通について視察されました。

視察受け入れ
新潟県刈羽村議会様（13名）

1/30

　第42回長野県町村議会議長会定期総会が飯田市で開催された。
　総会では令和8年度長野県町村議会議長会事業計画及び一般
会計予算、政務調査会規定の一部を改正する規定。報告として
令和7年度国・県に対する提案・要望結果が報告された。
　また、講師として阿智昼神観光局代表取締役社長の白澤裕次
氏より、「星空から始まった持続
可能な地域づくりの挑戦」と題し
た講演が行われた。阿智村の「日
本一の星空」と昼神温泉という地
域資源を活かし、観光の活性化と
誘客促進に取り組んでいる内容で
あった。　　　　　　（小林弘之）

第 42回長野県町村議会議長会2/18

　東筑摩郡５村（山形・麻績・筑北・生坂・朝日）の議会議員
交流会が本村で開催された。「あさひ診療所」に就任する小山
崇医師による「人口減少時代に『選ばれる村』になるためのヘ
ルスケア戦略」と題した講演を拝聴した。人が健康で活動して
いくためには有酸素運動が有効で
あり、村民に浸透させていくこと
が、選ばれる村につながるとのこ
と。医学的な根拠のもとで、健康
村をめざして活躍頂けることに期
待したい。　　　　（古池美佐江）

東筑摩郡村議会議員交流会2/10

東筑議員 50名が出席

今年度は飯田市で開催
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議会モニター募集中
より良い議会運営のため議会にご意見をお寄せください
何をするの？
　議会だよりを読んでの感想、定例会等を傍聴いただい
ての感想をお寄せいただきます。
どうやって意見を言うの？
　年２回モニター会議を開催します。お気軽にご参加く
ださい。モニターと議員でざっくばらんに話をしていま
す。会議に参加しなくてもメー
ルやＦＡＸでお寄せいただいて
も結構です。

３月定例会一般質問
動画配信しています
生中継を見逃してしまった…
一般質問、ちょっと見てみたい…
いつでも　どこでも　何度でも
議員ごとご覧いただけます。

朝日村議会へご意見をお寄せください

Asahimura Gikai-dayori 2026

　
令
和
８
年
度
予
算
を
可
決
し

た
。　

　
様
々
な
議
員
間
で
の
意
見
交

換
と
学
習
を
重
ね
、
行
政
と
全

議
員
に
よ
る
全
員
協
議
会
で
質

疑
を
重
ね
、
議
決
に
至
っ
た
。

　
質
疑
意
見
交
換
を
通
し
て
、

議
員
が
十
人
で
構
成
さ
れ
て
い

る
重
み
と
意
味
を
実
感
し
た
。

　
地
球
上
で
は
、
戦
争
で
子
供

た
ち
が
殺
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の

イ
ラ
ン
攻
撃
の
影
響
が
私
た
ち

の
生
活
に
及
ぶ
中
、
福
寿
草
が

輝
き
蕗
の
薹
が
出
て
朝
日
村
に

春
が
巡
っ
て
き
た
。

雉
の
父
叫
び
歩
け
り
王
の
ご
と

（
豊
田
惠
美
子
）

　
委　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議　
長

発
行
責
任
者

清
沢　
敬
子

古
池
美
佐
江

豊
田
惠
美
子

齊
藤　
正
法 

北
村　
直
樹

清
澤
あ
ゆ
み

小
林　
弘
之

▲
こ
ち
ら
か
ら

　
朝
日
村
議
会
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

一
つ
一
つ
丁
寧
に

ね
ず
こ
下
駄
の
三
村
木
工
　
石
澤 

勇
気
さ
ん

　
幼
い
頃
か
ら
手
を
使
っ
て
何
か
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
し

た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、

今
こ
う
し
て
地
元
で
あ
る
朝
日
村
の
下
駄
屋
で
働
か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
主
に
あ
る
程
度
形
に
な
っ
た
下
駄
の
台
を
製
品
に
す

る
ま
で
の
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
染
め
、
経
木
（
木
材

を
紙
の
よ
う
に
薄
く
削
っ
た
も
の
）
や
ゴ
ム
底
の
貼
り
、
面

取
り
、
磨
き
な
ど
様
々
な
工
程
が
あ
り
ま
す
。
一
見
同
じ
よ

う
な
見
た
目
の
下
駄
の
台
で
も
、
硬
さ
や
加
工
し
や
す
さ
な

ど
も
の
に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
一
個
一
個
の
台
の
ク
セ
を
探

り
な
が
ら
同
じ
形
に
し
て
い
く
難
し
さ
を
常
に
感
じ
て
い
ま

す
が
、
難
し
い
分
綺
麗
な
製
品
が
仕
上
が
っ
た
時
の
喜
び
は

大
き
く
、
も
っ
と
良
い
製
品
を
作
ろ
う
と
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
な
り
ま
す
。

　
お
客
様
に
よ
り
良
い
商

品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
事
務
局
長　
上
條
ま
ゆ
み

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ

り
議
会
事
務
局
長
と
い
う
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

現
議
員
の
任
期
が
残
り
１
年
と

な
り
、
全
議
員
で
次
期
に
つ
な
が

る
議
会
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
思
い
に
寄
り
添
い
未
来
の
朝

日
村
の
た
め
に
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
議
会
活
動
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
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こちらから
ご覧ください⇒

お申し込みは
こちらから⇒


